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徳
島
県
告
示
第
百
九
十
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
と
と
も
に
、
当
該
届
出
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
令
和
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
十
九

日
ま
で
に
、
県
に
対
し
、
次
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
八
北
開
拓
一
―
一
六
三

石
部

高
史

株
式
会
社
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ

福
岡
県
朝
倉
市
一
木
一
一
四
八
番
地
の
一

森

竜
馬

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ハ
ロ
ー
ズ
北
島
中
央
店
Ｂ
敷
地

所
在
地

板
野
郡
北
島
町
江
尻
字
川
中
須
二
四
番
地
ほ
か

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名

変
更
前氏

名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
八
北
開
拓
一
―
一
六
三

石
部

高
史

変
更
後氏

名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
八
北
開
拓
一
―
一
六
三

石
部

高
史

株
式
会
社
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ

福
岡
県
朝
倉
市
一
木
一
一
四
八
番
地
の
一

森

竜
馬

４

変
更
年
月
日

令
和
五
年
九
月
七
日

二

届
出
年
月
日

令
和
六
年
四
月
二
日

三

届
出
の
縦
覧

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課

２

縦
覧
の
期
間

令
和
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
十
九
日
ま
で

３

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

意
見
書
の
提
出
先
及
び
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

１

意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号
七
七
○
―
八
五
七
○

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
商
業
振
興
・
経
営
支
援
担
当



電
話
番
号
○
八
八
―
六
二
一
―
二
三
六
七

２

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

(一)

意
見
の
内
容

(二)

意
見
を
述
べ
る
理
由

(三)
３

そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業

支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課
に
お
い
て
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
九
十
三
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
と
と
も
に
、
当
該
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
令
和
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
十
九

日
ま
で
に
、
県
に
対
し
、
次
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
八
北
開
拓
一
―
一
六
三

石
部

高
史

株
式
会
社
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ

福
岡
県
朝
倉
市
一
木
一
一
四
八
番
地
の
一

森

竜
馬

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ハ
ロ
ー
ズ
北
島
中
央
店
Ｂ
敷
地

所
在
地

板
野
郡
北
島
町
江
尻
字
川
中
須
二
四
番
地
ほ
か

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

（一）

変
更
前

一
、
〇
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル

変
更
後

一
、
三
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

（二）

変
更
前

位
置

（１）

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

収
容
台
数

（２）

五
九
台

変
更
後

位
置

（１）

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

収
容
台
数

（２）

六
七
台

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積

（三）

変
更
前

位
置

（１）

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

面
積

（２）

三
九
平
方
メ
ー
ト
ル

変
更
後

位
置

（１）



縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

面
積

（２）

五
七
平
方
メ
ー
ト
ル

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量

（四）

変
更
前

位
置

（１）

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

容
量

（２）

一
五
立
方
メ
ー
ト
ル

変
更
後

位
置

（１）

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

容
量

（２）

一
二
・
一
二
立
方
メ
ー
ト
ル

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

(五)

変
更
前

小
売
業
者
名

開
店
時
刻

閉
店
時
刻

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

午
前
九
時

午
後
十
時

変
更
後

小
売
業
者
名

開
店
時
刻

閉
店
時
刻

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

午
前
九
時

午
後
十
時

株
式
会
社
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ

午
前
零
時

午
後
十
二
時

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(六)

変
更
前

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

変
更
後

荷
さ
ば
き
施
設
Ｂ
一

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

荷
さ
ば
き
施
設
Ｂ
二

午
前
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

４

変
更
年
月
日

令
和
六
年
十
二
月
三
日

二

届
出
年
月
日

令
和
六
年
四
月
二
日

三

届
出
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課

２

縦
覧
の
期
間

令
和
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
十
九
日
ま
で

３

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

意
見
書
の
提
出
先
及
び
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

１

意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号
七
七
○
―
八
五
七
○

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
商
業
振
興
・
経
営
支
援
担
当

電
話
番
号
○
八
八
―
六
二
一
―
二
三
六
七



２

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

(一)

意
見
の
内
容

(二)

意
見
を
述
べ
る
理
由

(三)
３

そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業

支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課
に
お
い
て
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
九
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
と
と
も
に
、
当
該
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
令
和
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
十
九

日
ま
で
に
、
県
に
対
し
、
次
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
ハ
ロ
ー
ズ

広
島
県
福
山
市
南
蔵
王
町
六
丁
目
二
六
番
七
号

佐
藤

利
行

株
式
会
社
タ
イ
ム

岡
山
市
北
区
下
中
野
四
六
五
番
地
の
四

吉
原

重
治

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ハ
ロ
ー
ズ
北
島
中
央
店
Ａ
敷
地

所
在
地

板
野
郡
北
島
町
中
村
字
福
神
一
三
番
地
一
ほ
か

３

変
更
事
項

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置

変
更
前

出
入
口
の
数

(一)

七
箇
所

位
置

(二)

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

変
更
後

出
入
口
の
数

(一)

八
箇
所

位
置

(二)

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

４

変
更
年
月
日

令
和
六
年
十
二
月
三
日

二

届
出
年
月
日

令
和
六
年
四
月
二
日

三

届
出
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課

２

縦
覧
の
期
間

令
和
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
十
九
日
ま
で

３

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

意
見
書
の
提
出
先
及
び
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

１

意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号
七
七
○
―
八
五
七
○



徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
商
業
振
興
・
経
営
支
援
担
当

電
話
番
号
○
八
八
―
六
二
一
―
二
三
六
七

２

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

(一)

意
見
の
内
容

(二)

意
見
を
述
べ
る
理
由

(三)
３

そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業

支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課
に
お
い
て
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
九
十
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改

良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

土

地

改

良

区

の

事

務

所

の

所

在

地

及

び

名

称

認

可

年

月

日

阿
南
市
内
原
町

令
和
六
年
四
月
二
日

桑
野
土
地
改
良
区



徳
島
県
告
示
第
百
九
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

徳
島
東
部
都
市
計
画
下
水
道

吉
野
川
公
共
下
水
道

二

縦
覧
場
所

徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課



徳
島
県
告
示
第
百
九
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期

令
和
六
年
四
月
一
日

二

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

基
本
費
用
の
額
と
執
務
費
用
及
び
実
費
の
額
と
を
合
算
す
る
。

三

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名

梶
野

正
寛

住
所

香
川
県
高
松
市
川
部
町
一
七
六
六
番
地
一
七

四

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
提
出
後
に
一
括
払
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
概
算
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



徳
島
県
監
査
委
員
告
示
第
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
に
つ
い
て
、
包
括
外
部
監
査
人
梶
野
正
寛
と
の

協
議
が
調
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

徳
島
県
監
査
委
員

鹿

山

公

弘

同

大

西

康

生

同

大

寺

健

司

同

眞

貝

浩

司

同

古

野

司

一

包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名

戸
田

順
也

住
所

徳
島
県
徳
島
市
中
通
町
一
丁
目
三
三
番
地

氏
名

井
関

勝
令

住
所

徳
島
県
徳
島
市
万
代
町
五
丁
目
五
三
番
地
の
一

二

包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き

る
期
間

令
和
六
年
四
月
八
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で



徳島県公安委員会告示第４号

銃砲刀剣類所持等取締法（昭和３３年法律第６号。以下「法」という。）第５条の３の

２第１項に規定するクロスボウの取扱いに関する講習会を次のとおり開催するので、銃砲

刀剣類所持等取締法施行令（昭和３３年政令第３３号）第１９条の２第２項の規定により

告示する。

令和６年４月19日

徳島県公安委員会委員長 北 島 義 貴

１ 開催の日時及び場所

令和６年に開催する現に法第４条第１項第１号の規定によるクロスボウの所持の許可

を受けている者に対して行う講習会（以下「講習会」という。）の日時及び場所は、次

のとおりとする。

開 催 日 時 開催場所

５月２９日（水）午前９時３０分 徳島板野警察署

１０月２３日（水）午前９時３０分 美馬警察署

２ 受講手続

(1) 講習の申込みの受付

講習の申込みの受付は、受講を希望する講習会の開催日当日に、開催場所の会場で

行うものとし、午前９時から午前９時３０分までの間に受け付ける。

なお、この受付時間以外の受付は、行わない。

(2) 提出書類

講習の申込みの際は、講習受講申込書（銃砲刀剣類所持等取締法施行規則（昭和３

３年総理府令第１６号）第２０条に規定する講習受講申込書をいう。）１通を提出す

ること。

なお、この申込書には必要事項を記入の上、写真（申込前６か月以内に撮影した無

帽、正面、上三分身、無背景の縦の長さ３.０センチメートル、横の長さ２.４センチ

メートルのもので、裏面に氏名及び撮影年月日を記載したもの）を貼り付けること。

(3) 手数料

講習会の手数料として、３，０００円に相当する金額の徳島県収入証紙を、講習の

申込みの際に納付すること。

(4) その他

受講者は、受付の際に住所、氏名及び生年月日が表示された本人であることを確認

できる書類（学生証、運転免許証等）を提示すること。

３ 講習

(1) 講習時間等

講習会の講習時間は、午前９時３０分から午後零時３０分までとする。

(2) 講習に持参するもの

ア ボールペン（黒色）

イ ＨＢ又はＢの鉛筆（シャープペンシルも可）

ウ 消しゴム

(3) 講習修了証明書の交付



講習会の講習を修了した者のうち、当該講習に係る事項を修得したと認められる者

に対して、その当日に講習修了証明書（法第５条の３の２第２項に規定する講習修了

証明書をいう。）を交付する。

４ その他

講習は、開催場所の警察署会議室を使用する予定であるが、都合により変更する場合

があるので、事前に開催場所の警察署生活安全課に確認すること。
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